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【ザ・リッツ・カールトン日光】 

当ホテルでしか体験できない壮大な「リッツ・キッズ・スカウトプログラム」、  
 

奥日光での滞在を充実させる「日光ガイドブック」を新たに提供開始 
 

日光の探検隊となって32のバッジを集める「リッツ・キッズ・スカウトプログラム」、 

土地の魅力を知り、新たな発見を促す「日光ガイドブック」を4月26日（土）から皆様にお届け 

 

「ザ・リッツ・カールトン日光」（所在地：栃木県日光市中宮祠2482、総支配人：アレクサンダー・ウエストウッ

ド・マックブライド）は、ザ・リッツ・カールトンブランド初の取り組みとして、当ホテルにご宿泊されるお子様を対

象に、自分と世界との繋がりについて意識し、考えることで地球市民を育むことを目的として自然、探検、責

任、文化の4つの柱を中心に32ものさまざまなアクティビティから構成される「リッツ・キッズ・スカウトプログラ

ム」を4月26日（土）より新たに提供開始いたします。また豊かな自然に包まれる奥日光の魅力を深く知ってい

ただき、奥日光での滞在をより楽しんでいただくためのコンテンツとして、エリアごとの見どころなどをまとめた

「日光ガイドブック」を同日より発売いたします。プログラムやガイドブックのご提供を通じて、ご家族や大切な

方と楽しみながらより思い出深いひとときを過ごしていただけるよう、多彩なアクティビティを展開いたします。 

 

雄大な自然に囲まれ、四季折々の豊かな表情が美しい奥日光は、訪れるたびに新たな発見を行うことが

できる魅力的な土地です。そんな土地の魅力は奥深く、何度も当ホテルにご宿泊いただいているお客様で

も、シーズンによってまた新たな一面を知ることができるほどです。そこで、ザ・リッツ・カールトン日光では、

ザ・リッツ・カールトンブランドにおいてご提供してきた数種のリッツキッズプログラムを、当ホテル限定で32種

類まで拡充し、日光を冒険・研究できる「リッツ・キッズ・スカウトプログラム」として新たに提供いたします。 

また、初めて日光を訪れる方から再訪のお客様まで、ホテル周辺の奥日光をはじめ、日光エリアすべてを

より楽しんでいただけるよう、「日光ガイドブック」を制作いたしました。 

「リッツ・キッズ・スカウトプログラム」でお子様の成長をそばで見守っていただきながら、大人もガイドブック

を手にプログラムに帯同いただくことで、ご一緒に奥日光の魅力を堪能していただくことができます。ぜひご

家族皆様で日光の魅力を発見し、お愉しみください。 



『リッツ・キッズ・スカウトプログラム』 

ザ・リッツ・カールトン日光にご宿泊のお子様を対象に、奥日光エリアについて学びながら探検し、成長につ

ながる有意義な体験をご提供するリッツキッズプログラムを当ホテル限定で拡充し、新たに「リッツ・キッズ・ス

カウトプログラム」の提供を開始します。 

 

冒険に出かけ、新しいスキルや知識を学びながらバッジを集めていく楽しいプログラムとして、全部で32個

のアクティビティをご用意している「リッツ・キッズ・スカウトプログラム」は、リッツキッズの基本的な4つのテーマ

となる「自然・探検・文化・責任」というカテゴリーで分かれています。それぞれのカテゴリー毎に四季を楽しむ

アクティビティも含まれており、“Lv.1：色や形の違う秋の葉っぱを探してフロントスタッフに届ける「秋の葉っぱ

探しバッジ」”や、“Lv.2：マウンテンバイクに乗って日光を探検する「マウンテンバイクバッジ」”など1〜3までの

レベルに分かれた多彩な体験をご提供します。本プログラムでは、アクティビティ完了後にバッジをプレゼン

ト。バッジを集めていくことで、日光に詳しい探検隊（ライオンスカウト）を目指していただきます。プログラムの

象徴となるサッシュにバッジを集めていただくことで、子どもたちが奥日光地域の豊かな遺産と四季折々の自

然の美しさに浸りながら、地域の文化や自然、コミュニティについて学べる機会となるほか、家族の絆やホテ

ルスタッフとの関わり合いや対話を通じて、さまざまな体験と記憶を育む本プログラムでは、20個以上のバッ

ジを獲得した子どもたちには、特別な「リッツ キッズ ライオンスカウト」として認定するなど、達成感や誇りを感

じることで、ご家族も子どもたちの成長を見届けることができるものとなっています。 

 

 

【名称】 リッツ・キッズ・スカウトプログラム 

【提供開始日】 2025年4月26日（土） 

【料金】 ・リッツ・キッズ・スカウトプログラム：3,000円（税込）〜 

※ご体験いただくプログラムにより異なります。 

・エントリー代：3,000円（税込） 

      ※エントリーバッジ、サッシュ、デジタルハンドブックをお渡しします。 

【場所】 ザ・リッツ・カールトン日光 館内〜周辺 

【対象】 ザ・リッツ・カールトン日光にご宿泊の3歳〜12歳のお子様とそのご家族 

※バッジにより対象年齢あり 

【リッツ・キッズ・スカウトプログラム カテゴリー詳細】 

・自然（Nature）：日光の自然について学ぶ 

・探検（Exploration）：新しい場所を発見し、日光の歴史を学ぶ 

・責任（Responsibility）：人々を助け、日光の美しさを守る方法を学ぶ 

・文化（Culture）：日光の文化や歴史を知り、伝統を守ことがなぜ重要なのか学ぶ 

 

【お問合せ】   

0288-25-6666（ザ・リッツ・カールトン日光 代表番号） 



 

『日光ガイドブック』 

 

奥日光の雄大な自然を眼前にのぞむザ・リッツ・カールトン日光がお届けする特別なガイドブック、「日光ガ

イドブック」。ザ・リッツ・カールトン日光は、栃木県初のラグジュアリーホテルとして、地域文化と本物の体験を

提供している当ホテルのアクティビティが、奥日光の息を呑むような自然の美しさと豊かな文化遺産を知る入

り口となることを願い、本ガイドブックを制作しました。日光を訪れる方々がより土地に対する理解を深め、地

域とのつながりを感じていただけるよう、日光の歴史から自然環境、生息する動植物まで地域に関する幅広

い情報をご紹介しています。 
日本の隠れた魅力を探求したい方、冒険心旺盛な方、文化や自然がお好きな方、地元にお住まいの方にい

たるまで、日光地域を深く体験したいすべての方が、本ガイドブックを手に寺院や社寺に実際に訪れるなど、

当ホテルのアクティビティを体験していただくことで、日光の四季の魅力を知り、再訪し、さらに深く地域の歴

史や文化を理解していただくことができます。 

 

日光を初めて訪れた方も、何度も訪れている方もぜひ本ガイドブックを活用し、新しいハイキングエリアを発

見したり、四季の行事にご参加いただくなど、これからの旅行プランにお役立てください。 

 

【名称】 日光ガイドブック 

【発売日】 2025年4月26日（土）：日本語版、英語版、中国語版 

【内容】 自然、文化、スピリチュアリティを軸に4つのエリアをご紹介 

・奥日光、日光、霧降、今市エリア概要 

・各エリアのハイライト 

・ホテル周辺情報 

・3つのハイキングコース 

・奥日光の動植物 

・日光の歴史 

【ページ数】 55ページ 

【価格】 3,800円（税込） 

【発行】 ザ・リッツ・カールトン日光 

【購入方法】  

ホテルのリテール商品として販売・フロント、スパにてご購入可能 

 

【お問合せ】 

0288-25-6666（ザ・リッツ・カールトン日光 代表番号） 

 

 



 

ザ・リッツ・カールトン日光について 

風光明媚な中禅寺湖畔に佇み、山岳信仰の御山として崇められてきた男体山を目前に眺める日光国立公

園内に開業した栃木県初のラグジュアリーホテルです。奥日光の手つかずの自然と調和し、10 のスイートを

含む総数 94 の広々としたゲストルームからは、四季折々の景色を一望できます。栃木県産の個性豊かな 

食材を堪能いただく洋食・日本料理レストランに、全国各地のウイスキーを取り揃えたバー、五感を研ぎ澄ま

す癒しのスパとフィットネススタジオ、そして古くから地域に親しまれてきた湯元温泉の源泉を引く温泉施設を

ご用意しています。温泉への取り組みは、ザ・リッツ・カールトンブランドとして初の試みとなり、ゲストの皆様に

は日本らしさにこだわった体験を提供しております。日光はユネスコ世界遺産「日光の社寺」を擁し、豊かな

自然、伝統文化、悠久の歴史を刻む街として知られる人気のデスティネーション。日本三名瀑の一つ   

「華厳の滝」は、ホテルから徒歩圏内です。知られざる魅力を発見し、自然や文化、スピリチュアリティを体験

するアクティビティも、豊富に提供しております。 

公式ホームページ： https://www.ritzcarlton.com/jp/nikko 

公式 Instagram： @RitzCarltonNikko/ 
 
 
本件に関するお問合せ先 

ザ・リッツ・カールトン日光 PR 事務局 加藤茜、後藤瑞季 

TEL： 03-6894-3200、080-7954-0847（加藤）、090-8518-6663（後藤） Email： trc_nikko_pr@ssu.co.jp 


